
令和８年度 第４回 豊田市石野地域会議 会議録 
開催日時 令和８年７月２８日（火） 

開会 閉会 
午後７時００分 午後８時２５分 

会  場 石野交流館 大会議室 

出 席 者 

地域会議委員:１４人 
会⾧:梅村 清春  副会⾧:大岩 芳伸 
委員:生田 源彦   河原 信昭   清水 克彦   清水 重春 
   清水 剛    竹田 祐司   手嶋 直人   中川 広恵 

  中根 学    丹羽 明仁   藤村 輝夫   松井 美佑 
欠 席 者  
傍 聴 者 川合 真裕（下山地域会議委員） １名 
事 務 局 猿投支所:小澤支所⾧、天野副支所⾧、前田主査、宮石担当⾧ 
内 容 1  豊田市民の誓い 

2  会⾧あいさつ 
3  新たな提言に向けた取組について 
4  その他 

 
■議事（要約） 

３  新たな提言に向けた取組について（協議） 
資料に基づき事務局から説明 
・提言書（案）修正確認、前回の意見を受けた動き、グループワークについて 
・市民と行政との共働の考え方について 
（委員）提言書（案）の修正点について、了承。追加修正点なし。 

 
資料別紙１により、新たな提言に向けた取組のイメージについて、提案者の会⾧か

ら説明。 
 

資料別紙２により、サマーフェスタでのアンケート実施について事務局から説明 
委員:石野地区内住民を対象にしているが、アンケートの内容を充実させるため、

住んでいるところ、地区内・外・その他、居住年数、助け合いに参加できるかを
アンケート項目に入れた方がよい。また、この先⾧く住んでもらう若い人を対象
に実施したい。 
→事務局:提案を反映できるよう、協力委員とともに項目を検討したい。 

委員:サマーフェスタ自体のアンケートは行われるのか? 
→委員:実行委員会では現時点でアンケートの話はない。複数のアンケートがあ
ると当日、来場者が混乱するので、このアンケートを優先できるように調整した
い。 

委員:回答率を上げるため、アンケートの二次元コードを会場の様々な場所に貼る



のはどうか。 
→事務局:いただいた意見を参考に検討したい。 

 
資料別紙３により、委員からの意見について事務局から説明 
委員:地域会議の提言に肉付けをするための提案。石野地区を終の棲家にできるよ
うそれまで暮らせるよう、それを検討するためのデータを集める必要がある。１０
年後の石野の姿について、将来像をどのように考えるのか、自分たちで自分たちの
診断ができるように、必要なデータを備えていく必要がある。 

 
【その他質疑】 

副会⾧:サマーフェスタでアンケートを取った結果は、地域会議だよりで公表する 
か?全戸に配布されると地域で共有されるので良いのではないか。 
→事務局:結果については地域会議で共有して、その後で扱いを考える予定。地域 
会議だよりは次回、１２月号になるので、号外も検討したい。 

委員:アンケート結果をもとに、より深く考えることもできる。 
委員:住民の意識を変えることにもつながる。 

 
【グループワーク】 
・３グループに分かれて、新たな提言に向けた取組内容及び行政と地域の役割分担

について協議 
 

【グループワーク協議内容共有】 
A グループ 

    提言案の取組内容にある「高齢者の困りごとを聞き取る会」について、深掘りし
た。どのように聞き取るかを考え、地域包括支援センターの月曜サロンや芳友町で
はメグリアの移動販売に集まる人が多いため、その場での実施を検討した。また、
旧西中金旧駅舎のカフェでの実施、交流館のふれあいフェスタなどで意見を聞くこ
とやアンケートの実施のアイデアが出た。 

地域と行政との役割分担では、地域がアンケート内容を作成し、行政側にはアン
ケートの場所などの調整をお願いするとの案が出た。 
B グループ 

    提言案の取組内容にある「高齢者の困りごとの調査」について、サマーフェスタ
で意見が聞けない人の意見を聞くため、地域に出向いてヒアリングをしたい。 

また、ヒアリングの内容について、高齢者の活躍、その場を知ることを含めた
い。現在の高齢者のことを知ることで、未来の高齢者に対し、高齢者が活躍する場
の提案をしたい。ヒアリングの場がなければ、地域バスを利用して交流館でイベン
トを行い、ヒアリングの場などを新たに作ることも話題にした。 

地域が自ら考える仕組みの一つとして、行政が関わらず、自治区が住民の意見や



困っていることを聞き、まとめる仕組みにできるとよいと思う。 
C グループ 

    高齢者対策は具体的にどうしたらよいのかわからないので、まずはアンケートを行
う。サマーフェスタ等でのアンケート結果に基づいて、さらに精査したアンケートを
行うのがよいのではないか。 
本当に対策が必要なのは、アンケートを行うイベントや場に出てこられない家に閉

じこもりの人。これらの人をどうするかが課題。役割分担については、地域がアンケ
ートを実施し、行政にはアンケート結果に基づく対策を行うことを期待する。 

 
各グループの回答シートを事務局へ提出 

  
 ４ その他 
  【事務連絡】 
   ・市役所の窓口の時間短縮について 
   ・広瀬の産直市場について（チラシ配布）:アンケートの場としても活用可能 
   ・次回の予定 
    日 時:令和８年８月 25 日（火）午後７時から 

場 所:石野交流館 大会議室 
   ・市⾧への提言提出の日程は１０月予定。地域会議とは別の日になる可能性あり。 
    


